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市政の話題

1
R

eorganization

和
地
・
堀
切
・
伊
良
湖
校
区
が

小
学
校
の
再
編
要
望
書
を
提
出

T
ahara T

erm
inal

2
未
来
に
向
け
た
出
発
点

三
河
田
原
駅
新
駅
舎
完
成

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、11
月
18
日（
月
）に

「
和
地
小
学
校
、堀
切
小
学
校
お
よ
び
伊
良

湖
小
学
校
再
編
整
備
方
針
」を
決
定
し
ま

し
た
。

▪
今
後
の
進
め
方

◉
統
合
準
備
委
員
会

　

統
合
関
係
校
の
保
護
者
、教
員
、校
区
関

係
者
な
ど
で
構
成
す
る
統
合
準
備
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。そ
の
中
で｢

校
名
・
校

歌
・
校
章｣

「
通
学
体
制
」「
閉
校
記
念
行
事
」

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
」「
教
育
課
程
・
学
校
行
事
」

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23
局
３
５
３
０

kyoikusom
u@

city.tahara.aichi.jp

田
原
市
で
は
、児
童
生
徒
の
生
命
・
安

全
を
守
る
た
め
、津
波
被
害
に
対

処
す
る
小
中
学
校
の
防
災
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。ま
た
、少
子
化
に
よ
る
子
ど
も

の
数
の
減
少
が
続
き
、多
く
の
学
校
の
小

規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
、よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
、平
成
25
年
４
月

に
決
定
し
た「
防
災
・
少
子
化
に
伴
う
小
中

学
校
の
再
編
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、学
校

再
編
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
和
地
小
学
校
、堀
切
小
学
校

お
よ
び
伊
良
湖
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
、関
係
校
の
保
護
者
や
校
区
の
方
々
と

意
見
交
換
を
重
ね
た
結
果
、10
月
28
日

（
月
）
に
和

地
・
堀
切
・
伊

良
湖
の
三
校

区
会
長
か

ら
、小
学
校

再
編
に
関
す

る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
ま

し
た
。

▪
小
学
校
再
編
整
備
方
針

1
統
合
の
方
式

　

和
地
小
学
校
、
堀
切
小
学
校
お
よ
び
伊

良
湖
小
学
校
を
統
合
し
、
新
設
小
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

2
実
施
時
期

　

平
成
27
年
４
月
１
日

3
統
合
校
の
位
置

　

一
時
的
に
和
地
小
学
校
の
施
設
を
利
用

す
る
。（
和
地
町
瀬
戸
山
27
番
地
）

◦三校区の会長（写真左）から要望書
　を受け取る鈴木市長（写真右手前）
　と嶋津教育長（写真右奥）

プ
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
市
内
の
観
光
な
ど
の
情
報
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。待
ち
合
わ
せ
の
場

と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、１
階
の
情
報

ス
ペ
ー
ス
と
展
示
カ
ウ
ン
タ
ー
、２
階
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、市
民
活
動

を
行
う
方
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、利
用
日

２
日
前
ま
で
に
商
工
観
光
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23
局
３
５
２
３

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

新
し
い
三
河
田
原
駅
が
10
月
27
日

（
日
）に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
的
に
も
著
名
な
安
藤
忠
雄
建
築
研
究

所
が
設
計
を
手
が
け
、来
訪
者
を
も
て
な

す
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、シ
ン
ボ
ル
と

な
る
駅
舎
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
駅
舎
の

基
本
理
念
は
、「S

ス
タ
ー
ト

tart S

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

tation

（
は
じ
ま

り
の
駅
）」。「
未
来
に
向
か
う
新
し
い
田
原

の
は
じ
ま
り
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

駅
舎
内
に
整
備
さ
れ
た
田
原
市
交
流

ひ
ろ
ば
で
は
、床
面
の
渥
美
半
島
の
マ
ッ▲完成した三河田原駅新駅舎

▲駅舎１階にある田原市交流ひろば
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市政の話題

S
upport

スポーツ施設の有効利用を！
◉中央公園多目的広場

　昨年度整備した中央公園多目的広場に、新
たにバックネットとサッカーゴール（１対）を整備し
ました。今後も遊水地
スポーツ広場を含め、
より多くの方に利用し
ていただけるよう、市
民の皆さんのご意見
を伺いながら整備して
いきます。
◦利用時間
　午前9時～午後5時（4～9月は午後7時まで）
　※毎週月曜休場
◦利用料金は『無料』です
◦利用申請
　中央公園管理棟（テニスコート横）で申請書に記入
　※18歳未満の方は、保護者の同意書が必要
◦その他

電話での空き状況などのお問い合わせは可能です
が、利用の申し込みはできません。また、トイレ・水道が
ありませんので、中央公園管理棟をご利用ください。

▼中央公園管理棟☎22局0003

▼生涯学習課（田原文化会館内）☎22局6061

田
原
市
と
長
野
県
松
本
市
と
の
間
で
、

11
月
15
日（
金
）に
災
害
時
相
互
応

援
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、田
原
市
と
松
本
市
の
い
ず

れ
か
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
、被
害
を
受

け
た
市
か
ら
応
援
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
、被
災
市
の
災
害
応
急
対
策
お
よ
び
復
旧

対
策
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ

う
、相
互
応
援
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、応
急
復
旧
に
必
要

2
長
野
県
松
本
市
と
災
害
時
相
互
応
援

に
関
す
る
覚
書
を
締
結

3

◦多目的広場

　松林桂月は、山口県・萩市に生まれ、東京に出て渡辺
崋山の孫弟子にあたる野口幽谷に師事、精緻で格調高い
表現を学びました。漢詩の教養を活かし、詩・書・画の
全てが優れているという境地を目指す文人画－南画を描
き、水墨画においては、その独特の叙情的な作風が高く
評価され、１９５８年には文化勲章を受章しました。今回、
30 年ぶりの回顧展として詩書画の全てに優れた才能を示
し、近代にあって水墨画表現を極めた桂月の豊かな芸術
世界を紹介します。

開館時間◦午前 9時～午後 5時（入館は午後４時 30 分まで）
休 館 日◦毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、12 月 28 日～
平成 26 年 1 月 4 日　※会期中、展示替を行います。

　会 場◦田原市博物館
　観 覧 料◦一般：５００円（４００円）
　　　　　　　※（　）内は 20 名以上の団体割引料金です。

　　　　　　中学生以下：無料（毎週土曜日は高校生無料）

【期間中の催し物】
講 演 会◦ 12 月23日（月・祝）午後 1 時
30 分～／演題「素顔の松林桂月」／崋山
会館鶴の間／入場無料／講師：松林明氏

（松林桂月の孫）
ギャラリートーク◦ 12 月８日（日）午前 11 時
～／大阪国際大学国際コミュニケーション学
部専任講師：村田隆志氏（企画展監修者）※観覧料必要
展示解説◦ 12 月15日（日）、平成 26 年 1 月12日（日）
いずれも午前 11 時～／講師：当館副館長※観覧料必要

　▶田原市博物館☎２２局１７２０

  田原市博物館企画展

没後 50 年 松林桂月展－水墨を極め、画中に詠う
11月 30日［土］～平成 26 年 1月 13日［月・祝］

▲十声詩意(部分) 

▲威振八荒

な
物
資
の

提
供
や
、

災
害
応
急

対
策
お
よ

び
復
旧
対

策
に
必
要

な
職
員
の

派
遣
な
ど

を
行
い
ま

す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

▲覚書を締結した菅谷松本市長（写真左）と
鈴木田原市長



　

わたし
の

地区の

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

◉
田
原
東
部
校
区

志
手
一
光
（
相
川
・
谷
熊
）
／
早
崎
律
子
・

酒
井
修
（
や
ぐ
ま
台
）
／
北
川
美
惠
・
髙

橋
純
子
・
河
邉
文
代
（
豊
島
・
御
殿
山
）

◉
童
浦
校
区

齋
藤
琇
孝（
吉
胡
）／
佐
藤
岸
男（
木
綿
台・

吉
胡
台
）
／
鈴
木
和
則
・
牧
野
郁
夫
（
浦
）

／
鈴
木
一（
西
浦
）
／
柴
田
み
え
子
（
波
瀬・

姫
見
台
）
／
河
合
昇
（
白
谷
）
／
小
林
孝

子
（
片
浜
・
片
西
）
／
遠
藤
民
夫
（
光
崎
）

◉
田
原
南
部
校
区

林
勝
已
・
彦
坂
賢
昭
（
大
久
保
）

◉
田
原
中
部
校
区

原
野
富
美
子
（
一
番
東
）
／
伴
せ
つ
子
（
一

番
西
）
／
千
賀
淑
子
（
三
番
組
）
／
齊
藤

て
る
み
（
四
番
組
東
）
／
加
藤
令
子
（
四

番
組
西
）
／
鈴
木
弘
（
四
番
組
南
）
／
柴

田
夏
美
（
蔵
王
東
ヶ
丘
）
／
佐
々
木
覺
（
蔵

王
南
ヶ
丘
）
／
中
村
裕
子
（
萱
町
一
区
）

／
青
山
智
惠
子
（
萱
町
二
区
）
／
藤
城
せ

つ
子
（
萱
町
三
区
）
／
白
井
秀
行
（
本
町
）

／
金
子
勝
芳
・
山
口
明
子
（
新
町
）

◉
衣
笠
校
区

鈴
木
民
代
・
田
中
剛
（
加
治
）
／
鳥
居
嘉

之
（
衣
笠
）
／
鈴
木
幾
雄
（
八
軒
家
）
／

藤
城
ま
り
子（
藤
七
原
）／
鈴
木
淳
子（
鎌

田
・
東
滝
頭
）
／
河
合
佳
子
（
赤
石
）

◉
神
戸
校
区

河
合
成
行
（
川
岸
・
サ
ン
コ
ー
ト
）
／
井
上

隆
雄（
漆
田
一区
）／
河
合
英
司（
漆
田
二
区・

東
赤
石
）
／
鈴
木
朗
正
（
漆
田
三
区
）
／

川
口
勝
子
（
神
戸
市
場
・
希
望
が
丘
）
／

仲
井
節
子
（
青
津
）
／
福
井
賢
一（
赤
松
・

志
田
・
新
美
）
／
久
瀬
星
子
（
南
町
・
谷

ノ
口
）
／
鈴
木
幸
人
（
東
ヶ
谷
）

◉
大
草
校
区

鈴
木
伸
吾
（
大
草
）
／
近
藤
信
子
（
大
草

団
地
）

◉
野
田
校
区

鈴
木
熙
人
（
芦・南
）
／
加
藤
孝
男
（
彦
田・

雲
明
・
保
井
）
／
林
俊
信
（
東
馬
草
・
西

馬
草
）
／
鵜
飼
三
千
代
（
野
田
市
場・今
方・

北
海
道
）
／
加
藤
克
己
（
山
ノ
神
・
仁
崎
）

／
綿
貫
裕
子
（
ほ
る
と
台
）

◉
六
連
校
区

西
山
孝
彰
（
長
上
・
久
美
原
・
浜
田
）
／

太
田
誠
雄
（
百
々
・
新
浜
）

◉
高
松
校
区

柴
田
ひ
ろ
子
（
高
松
新
井
・
谷
倉
・
東
脇
）

／
浅
井
か
ず
（
高
松
西
脇
・
中
村
）
／
大

羽
美
智
子
（
高
松
一色
）

◉
赤
羽
根
校
区

中
村
美
千
代
（
赤
羽
根
東
）
／
鈴
木
幸
子

（
赤
羽
根
中
）
／
鈴
木
孝
典
（
赤
羽
根
西
）

◉
若
戸
校
区

本
田
廣
利
（
池
尻
）
／
玉
越
昢
夫
（
若
見
）

／
河
合
正
泰
（
越
戸
）

◉
泉
校
区

千
賀
哲
郎
（
宇
津
江
）
／
盛
田
ア
ケ
ミ
・

加
藤
嘉
明
（
江
比
間
）
／
樅
山
節
生
（
八

王
子
）
／
河
合
千
鶴
子
（
村
松
）
／
山
田

克
利
（
馬
伏
）
／
鵜
飼
繁
夫
（
伊
川
津
）

／
伊
藤
祥
子
（
石
神
）
／
藁
科
ひ
ろ
み
（
夕

陽
が
浜
）

◉
清
田
校
区

岸
田
哲
秀
（
山
田
）
／
廣
田
忍
（
高
木
）

／
鈴
木
輝
明
（
折
立
）
／
山
本
喜
美
子
・

服
部
和
雄
（
古
田
）

◉
福
江
校
区

鵜
飼
康
夫
（
長
沢
）
／
木
村
き
よ
江
・
神

谷
明
・
朽
木
篤
子
・
白
谷
信
子
（
福
江
）

／
原
政
敏
（
新
宅
）
／
植
田
治
好
（
向
山
）

／
齋
藤
祥
一・山
本
詠
子・小
久
保
明
弘
（
保

美
）

◉
中
山
校
区

河
合
つ
た
ゑ
・
荒
木
昌
之
・
松
浦
正
之
・
髙

槗
扶
左
子
（
中
山
）
／
川
手
陽
久
・
伊
藤

康
弘・小
川
ひ
と
み・森
下
む
つ
子（
小
中
山
）

◉
亀
山
校
区

袴
田
勉
（
亀
山
）
／
鈴
木
節
夫
（
西
山
）

◉
伊
良
湖
校
区

小
久
保
政
也（
伊
良
湖
）／
齋
藤
末
広（
日

出
）

◉
堀
切
校
区

渡
會
政
則
・
髙
瀬
律
子
・
中
野
いつ
子
（
堀

切
）
／
澤
井
政
之
（
小
塩
津
）

◉
和
地
校
区

河
合
正
明
（
和
地
一色
）
／
河
合
英
雄
（
和

地
）
／
鈴
木
直
人
（
土
田
）

【
主
任
児
童
委
員
】

大
谷
弘
美
／
廣
中
悦
美
／
山
本
千
恵
子
／

藤
目
弥
生
／
大
野
幸
代
／
天
野
法
子
／
渡

會
健
美

民生委員・児童委員は住民の日常生活上の相談に気軽に応じ、福祉増進のために活動をしてい
ます。民生委員・児童委員の任期満了に伴う改選が 12 月 1 日付をもって行われ、厚生労働

大臣から委嘱されました。任期は３年間です。民生委員・児童委員の活動へご理解、ご協力お願
いします。（敬称略）      

▶地域福祉課 23 局３５１２

民生委員・児童委員
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学校
発!

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭
で
初

日
を
過
ご
し
、
滞
在
２
日
目
に

ス
コ
ッ
ト
高
校
で
日
本
語
を
学
習
し
て

い
る
生
徒
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
徒
と

一
緒
に
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
を

理
解
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
授
業
の
雰
囲
気
の
違
い
を
感
じ
る

な
ど
、
新
鮮
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

◦
姉
妹
都
市
と
し
て
の
絆

　

３
日
目
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共

に
、
市
内
見
学
を
し
ま
し
た
。
田
原
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
記
念
に
作
ら
れ

た
『
友
好
園
』
に
行
き
、
日
本
庭
園
の

様
子
や
渡
辺
崋
山
の
レ
リ
ー
フ
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
、
バ
ー

ニ
ー
市
長
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
日
本

の
伝
統
的
な
物
が
多
く
飾
ら
れ
て
い
る

市
長
室
の
様
子
か
ら
も
姉
妹
都
市
と
し

て
の
絆き
ず
なを
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
乗
馬
で
は
、
思
い
通
り
に

馬
を
動
か
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

◦
授
業
や
体
験
を
通
じ
て
交
流

　

４
日
目
は
、
ス
コ
ッ
ト
郡
中
学
校
を

訪
問
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒

と
ペ
ア
に
な
り
、
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な

質
問
文
を
練
習
し
ま
し
た
。夜
は
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

作
っ
た
り
、
カ
ボ
チ
ャ
を
く
り
抜
い
て

ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
を
作
っ

た
り
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
子
と
一
緒
に
作
っ
た
作
品
は
ど
れ
も

す
て
き
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

別
れ
の
日
、再
会
を
願
い
ま
し
た
。フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
ど
の
生

徒
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
人
々
の
温
か
い

歓
迎
を
受
け
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
授
業

な
ど
で
異
国
の
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で

国
際
交
流
の
楽
し
さ
を
十
分
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
学
校

で
広
め
、
田
原
市
の
生
徒
た
ち
が
国
際

交
流
に
興
味
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
引
率 

渡
瀬
）

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

中学生海外派遣報告

異文化に触れた８日間
米国ジョージタウン市

ケンタッキー州

ジョージ
タウン市

ニューヨーク市
米国ケンタッキー州
ジョージタウン市
自動車関連の企業進出
が多く見られ、工業の
街として発展。農業で
はタバコの生産とサラ
ブレットの飼育が中心。
人口＝約１万8000人
面積＝約42㎢

田
原
市
の
姉
妹
都
市・米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
へ
、市
内
の
中
学
生
10
名

と
引
率
者
２
名
が
訪
問
し
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。（
９
月
24
日
火
～
10
月
１
日
火
の
８
日
間
）

●【上】友好園
　【下】園内にある渡辺崋山のレリーフ

●【左】ジョージタウン
　市役所庁舎
　【下】バーニー市長
　と訪問団

●乗馬体験

●【下】スコット郡中学校での授業
　【右】同中学でのキャンプファイヤー
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今
年
で
31
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
の
小
学
校
６
年
生

５
９
６
名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
、
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
※
敬
称
略

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀【
田
原
市
長
賞
】渡
會
チ
ナ
リ（
田

原
中
部
小
）【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】
青

山
貴
哉
（
和
地
小
）【
田
原
市
教
育
長
賞
】

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
ＯZ

の
ま
ま

消太

救子

冬
号

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

荒
木
天
（
和
地
小
）【
田
原
市
消
防
団
長

賞
】
桑
名
亜
実
（
亀
山
小
）【
田
原
市
危

険
物
安
全
協
会
長
賞
】
森
下
姫
羅
（
中
山

小
）【
田
原
市
消
防
長
賞
】
加
藤
愛
子
（
衣

笠
小
）　　
　

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
、
愛
知
県
の
平

成
25
年
度
防
火
作
品
展
で
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
長
賞
（
準
特
選
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
川
口
夏
生
く
ん
は
、

11
月
２
日
（
土
）、
名
古
屋
市
中
区
役
所

ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
田

原
市
防
火
協
会
／
田
原
市
危
険
物
安
全
協

会
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
市
内
に
貼

り
だ
さ
れ
ま
す
。

月
９
日
の
救
急
の
日
」
を
含
む
一
週
間
を

い
い
ま
す
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
く

の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
消
防
職
員
の
行
う

救
命
の
連
鎖
を
テ
ー
マ
と
し
た
寸
劇
を
観

た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
触
れ
救
命
手
当
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
況
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清田小学校　川口夏生

　　　　

救
急
医
療
週
間
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
」
を
、
今
年
は
９

月
８
日
（
日
）
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
開
催
し
ま
し
た
。救
急
医
療
週
間
と
は
、

広
く
市
民

の
皆
さ
ん

に
応
急
手

当
の
重
要

性
を
理
解

し
て
い
た

だ
く
こ
と

を
目
的
と

し
た
「
９

　

き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を
開
催

今回の救助資器材は「三連はしご」を紹
介します。

◉三連はしご

三連はしごは、二段階
に伸びるはしごで、用
途に合わせて高さを調
節できます。長さは最長で８．７ｍまで伸びま
す。救助現場で隊員が高い所へ進入する際や、
二階などで助けを待つ人を救出する際に活躍
します。例えば、三連はしごとロープを利用
し、要救助者を吊り下げて降下させる「応急
はしご救助」があります。
その他にも、三連はしご
を活用した様々な救助
方法があるため、日々
訓練に励んでいます。

▲ＡＥＤの使い方を習う参加者

▲制服を着て記念撮影
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火
消
が
火
災
の
方
角
を
調
べ
る
た
め
に
は

し
ご
を
立
て
、
火
の
見
や
ぐ
ら
の
代
用
と

し
て
付
近
を
見
渡
し
た
の
が
由
来
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
消
防
組
織
の
原
型
と
も

い
え
る
町
火
消
の
心
意
気
と
伝
統
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
乗
り
手
が

は
し
ご
の
上
で
披
露
す
る
技
は
「
遠と
お
み見
」

「
腹は
ら
が
め亀
」「
大
の
字
」「
し
だ
れ
梅
」
な
ど
、

数
多
く
あ
り
ま
す
。
ど
の
技
も
乗
り
手
の

度
胸
と
勇
気
が
試
さ
れ
、
技
が
成
功
し
た

時
は
江
戸
時
代
の
町
火
消
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
階
梯
操
法
を
見
る
機
会
は
非
常

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
新
春
に
各
地

で
開
催
さ
れ
る
消
防
出
初
式
で
披
露
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
階
梯
操
法
を
見
か

け
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
消
防
の
歴
史
と
伝
統

を
肌
で
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑩
し
る
し
の
こ
と
を
二
文
字
で

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
初
期
の
火
災
を
消
す
た
め
の
物

④
強
風
な
ど
の
悪
天
候
の
た
め
に
海

上
が
荒
れ
る
こ
と

⑤
指
先
に
あ
る
板
状
の
皮
膚
付
属
器
官

⑦
５
種
類
の
果
実
の
こ
と

⑨
脳
室
な
ど
を
満
た
し
て
い
る
間
質
液

⑪
２
０
１
３
年
６
月
26
日
富
士
山
が
登

録
さ
れ
ま
し
た
。世
界
○
○
○

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
真
夏
号
の
答
え
　
シ
ュ
ウ
ケ
ツ
】

（
応
募
総
数
27
通
中
、正
解
27
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
血
液
の
流
出
を
止
め
る
こ
と

②
十
二
支
の
第
二
、む
か
し
の
時
刻
で
今
の
午

前
二
時
頃

③
動
作
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
発
す
る
声

⑥
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
頭
髪
が
蛇
の
女
性

⑧
読
み
手
に
対
し
て
文
字・文
書
や
絵
を
か
く
人

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
C
D

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑧

⑩

③Ａ

⑩B

C⑪D

① ②

④

⑤ ⑥

⑨

⑦ ⑧

　

粋
！　

階か
い
て
い
そ
う
ほ
う

梯
操
法

　
「
階か
い
て
い
そ
う
ほ
う

梯
操
法
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
は

し
ご
乗
り
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
び
口
と
い
う
道
具
を
使
い
、
長
さ
約

６
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
を
立
て
、
乗
り
手

が
そ
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
披
露
す
る

伝
統
芸
能
で
す
。
古
く
は
江
戸
時
代
の
町
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36
平成25 年12月１日

市
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

  

９
月
24
日
（
火
）、
市
長
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
市

長
を
は
じ
め
関
係
職
員
も
出
席
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

広
域
的
な
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

1 

東
三
河
広
域
連
合
の
強
化
策

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

道
路
網
の
整
備
や
農
産
物
の
販
売
な
ど

田
原
市
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
多
く
の
問

題
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。
東
三
河
全
体
で

農
政
を
広
く
と
ら
え
、
連
携
を
強
化
し
た

強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

◉
田
原
市
の
意
見　

　

東
三
河
広
域
協
議
会
に
広
域
連
合
設
立

準
備
室
を
設
け
て
、
新
た
な
連
携
体
制
の

構
築
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
広
域
的
な
産
業
振
興
と
し
て
、

情
報
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
み
な
ら
ず
、

世
界
の
中
で
確
固
た
る
地
位
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

2 

渥
美
半
島
縦
貫
道
の
建
設

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

渥
美
半
島
縦
貫
道
は
、
計
画
か
ら
す
で

に
相
当
の
年
月
が
経
っ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
進
展
は
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ

ん
。
特
に
産
地
間
競
争
が
激
し
い
今
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
は
最
優
先
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
問
題
で
す
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

渥
美
半
島
縦
貫
道
は
、
田
原
市
に
と
っ

て
重
要
な
路
線
で
す
が
、
な
か
な
か
実
現

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
東
名
高

速
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
三

河
の
南
北
の
一
体
感
が
な
く
な
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
三
河
の
一
体
感

を
保
つ
た
め
に
も
、
東
三
河
縦
貫
道
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
道
路
整
備
の
要
望
は
、

行
政
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
産

業
界
や
直
接
の
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
必

要
で
す
の
で
、
農
業
委
員
会
や
農
家
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

田
原
市
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

６
次
産
業
化
と
農
産
物
の
海
外
輸
出
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
水
田
地

域
を
対
象
と
し
て
お
り
、
畑
作
地
帯
で
あ

る
田
原
市
に
は
な
じ
ま
な
い
制
度
だ
と
思

い
ま
す
。
田
原
市
に
あ
っ
た
制
度
を
、国
・

県
に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

６
次
産
業
化
は
、
地
場
産
業
の
育
成
と

い
う
面
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
田
原
市
の

農
業
は
、
大
量
の
農
畜
産
物
を
消
費
地
に

供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
地

元
雇
用
の
点
か
ら
、
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
、さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、
国
内
市
場
の

縮
小
や
国
際
競
争
に
対
抗
す
る
た
め
、
そ

の
可
能
性
に
つ
い
て
状
況
調
査
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
す
。
平
成
25
、
26
年
度
に
、

市
職
員
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
し
、
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
始
め
、
国
の
農
業

施
策
は
、
水
田
地
域
を
中
心
と
し
た
考
え

方
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
今
後
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
田

原
市
に
あ
っ
た
農
業

施
策
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

☎23局3519／FAX22局3817

▲市長との意見交換会
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お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
申
請
書
の
提
出

　

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
さ
れ
る
申
請
書

に
は
、
返
信
用
封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

☎ 

23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
場

合
で
も
、
許
可
が
必
要
で
し
ょ
う
か　

A
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
は
、

計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
と

さ
れ
て
お
り
、
市
街
化
区
域
の
設
定
に

当
た
っ
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
と
国
土

交
通
大
臣
ら
と
の
間
で
協
議
し
て
、
農

業
上
の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
っ
た

上
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
市
街
化
区
域
の
性
格
か
ら
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
農
業
委
員
会
に
所
定
の
事

項
の
届
出
を
行

え
ば
、
転
用
許

可
は
要
し
な
い

こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

３　

畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

市
で
は
循
環
型
の
農
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
の
な
か

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
家
畜
糞
尿
の
有

効
利
用
な
ど
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
実
用
化

に
向
け
て
は
、
多
大
な
予
算
が
必
要
と
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
導
入
時
期
や
技
術
な

ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
家
畜
糞
尿
の
有
効

利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、実
用
化
す
る
に
は
、

相
当
の
費
用
が
必
要
で
す
。
現
状
で
は
、

畜
産
農
家
の
負
担
が
大
き
く
、
経
営
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

４　

農
業
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

農
業
全
国
一
の
田
原
市
が
、
近
隣
の

県
市
に
比
べ
て
、
委
員
報
酬
額
が
低
い

と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
農

業
委
員
の
活
動
内
容
か
ら
み
て
も
、
ま

た
意
識
の
向
上
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
い
く
上
で
も
、
報
酬
の
見
直
し

を
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
の
改
選
が
来
年
7
月
に
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
田
原
市
の
農
業
の
発
展
の

た
め
に
も
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

平
成
16
年
度
か
ら
現
在
の
報
酬
額
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
見
直
し
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
近
隣
市
と
比
較
す
る
と
、

他
市
よ
り
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
農
業
委
員
の
業
務
量
を
把

握
し
な
が
ら
、
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
作
物
へ
の
散
水
は
、
周
り
に
注
意
を

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
散
水
が
道
路

に
は
み
出
す
と
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守

り
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ

う
。農

地
か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
止
し
よ
う

  

農
地
か
ら
の
土
砂
の
流
出
は
、
大
切
な

農
地
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
流
出
し

た
土
砂
が
大
き
な
事
故
や
災
害
を
招
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
の
り
面
の
草
を
残
す
な

ど
し
て
、土
砂
の
流
出
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　 

登
載
申
請
書
の
提
出

　　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
り
農

業
委
員
会
の
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
を
有
し
、
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕

　

作
を
営
む
方

②
①
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親
族
で
、

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

　

す
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営
む

　

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た

　

は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

　

耕
作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
の
配
布

　

関
係
す
る
世
帯
に
は
12
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。（
選
挙
権
の
あ
る
方
で
申
請
書

が
届
か
な
い
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
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　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成25
年度上半期（平成25年4月～平成25年9月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満
を切り捨てているため、合計などに多少のずれが生じています。（9月30日現在）▶財政課☎２７局８６０１

■市債(借入金)の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３８万５，９２１㎡

建物 市役所・学校など ３９万４，６６１㎡

基金 財政調整基金など １２９億７，２５５万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億４，８３９万円

一般会計
243億2,402万円

特別会計
110億8,812万円 教育債

32億3,765万円

土木債 30億9,762万円

その他（衛生債・民生債・農林水産業債など）
42億5,468万円

公共下水道事業特別会計
84億7,838万円

農業集落排水事業特別会計
26億974万円

総額●3５4億1215万円 臨時財政対策債
77億8,866万円

減収補てん債
31億円415万円

総務債 13億9,127万円
減税補てん債 14億4,996万円

予算額（構成比）

支出済額（支出率）

未支出分

●歳出 支出率
38.0%

予算額 279億1,965万円
支出済額 106億1,607万円

民生費
76億1,760万円

（27.3％）

衛生費
23億4,282万円

（8.4％）

労働費
5,101万円
（0.2％）

農林水産業費
15億650万円

（5.4％）
商工費

13億8,488万円
（5.0％）

土木費
31億9,742万円

（11.5％）

消防費
13億9,663万円

（5.0％）

教育費
39億8,329万円

（14.3％）

災害復旧費
0.4万円

（0.0％） 公債費
34億3,706万円

（12.3％）

議会費
2億2,730万円

（0.8％）

その他
2,274万円
（0.08％）

総務費
27億5,235万円

（9.9％）

33億1,373万円
（43.5％）

6億8,688万円
（29.3％）

2,181万円
（42.8％）4億362万円

（26.8％）

11億51万円
（79.5％）

8億3,644万円
（26.2％）

5億423万円
（36.1％）

8億4,530万円
（21.2％）

16億6,165万円
（48.3％）

1億1,948万円
（52.6％）

11億2,238万円
（40.8％）
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財政状況を公表します
■一般会計

平成2５年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ２億９, ３７８万円 ９，６２２万円 ３２．８％ １億　　  １３万円 ３４．１％
国民健康保険特別会計 ７7 億　 ３４６万円 ３４億４，２８０万円 ４４．７％ ３２億３，６４３万円 ４２．０％
公共下水道事業特別会計 １２億８, ７１０万円 6 億１，０５３万円 ４７．４％ ４億５，４８９万円 ３５．３％
農業集落排水事業特別会計 ７億２，８０５万円 ２億９，８６９万円 ４１．０％ １億７，４２０万円 ２３．９％
田原福祉専門学校特別会計 １億２，１６２万円 ８，１４９万円 ６７．０％ ５，５９８万円 ４６．０％
介護保険特別会計 ４１億１，１０１万円 ２３億２，４１７万円 ５６．５％ １６億８，１３１万円 ４０．９％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，９３２万円 １万円 ０．０％ ７２６万円 ２４．８％
後期高齢者医療特別会計 ６億５，７２５万円 ２億　 ８４９万円 ３１．７％ １億２，６７４万円 １９．３％

計 １４９億３，１６２万円 ７０億６，２４３万円 ４７．３％ ５８億３，６９７万円 ３９．１％

■特別会計

市税
130億9,876万円

（46.9％）

87億7,835万円
（67.0％）

6億5,390万円
（47.5％）

25億2,942万円
（76.2％）

1億4,261万円
（43.5％）

2億354万円
（49.1％）

7億8,608万円
（31.7％）

1億6,628万円
（11.9％）

369万円
（527.7％）

13億9,728万円
（157.2％）

9,982万円
（23.6％）

2,729万円
（26.3％）

分担金及び負担金
3億2,801万円

（1.2％）

使用料及び手数料
4億1,435万円

（1.5％）

国庫支出金
24億7,622万円

（8.9％）

県支出金
13億9,835万円

（5.0％）

財産収入
1億380万円
（0.4％）

繰越金
8億8,899万円

（3.2％）

繰入金
17億9,286万円

（6.4％）

寄附金
70万円

（0.0％）

諸収入
4億2,258万円

（1.5％）
市債

22億9,800万円
（8.2％）

地方交付税
33億2,000万円

（11.9％） 地方譲与税等
13億7,700万円

（4.9％）

予算額（構成比）

収入済額（収入率）

未収入分

●歳入 収入率
53.0%

予算額 279億1,965万円
収入済額 147億8,828万円



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

10
月

11
月

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
３

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
愛
知
県
岡
崎
市
［
11
／
２
～
４
］）

◦
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
Ｓ
．Ｃ

カ
デ
ッ
ト
の
部

川
口
育な
る
ち
か寛
く
ん
（
福
江
中
２
年
）

▪
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（
山
形
県
山
形
市
［
12
／
21
～
25
］）

◦T テ
ィ
ー

－j

ジ
ャ
ン
プ

um
p J ジ

ュ
ニ
ア

r.

【
写
真
右
か
ら
】

志
賀
伊い

ぶ
き吹
く
ん（
衣
笠
小
５
年
）

安
田
凌り

ょ
うく
ん（
田
原
東
部
小
５
年
）

大
羽
航こ

う
せ
い正
く
ん（
衣
笠
小
４
年
）

伊
藤
伊い

ぶ
き吹
く
ん（
野
田
小
４
年
）

▲剣舞一般三部で優勝した小久保さん（写真左）と、詩舞一般三部で優勝し
　た稲垣さん（写真右）
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田
原
市
民
ま
つ
り
が
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
、約
３
万
３
０
０
０
名
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。今
年
の「
市
民
パ
レ
ー
ド
」は
三
河

田
原
駅
新
駅
舎
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。こ
の
日
は「
ご

当
地
ア
イ
ド
ル
」も
デ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、来
場
者

は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト

10
月
27
日［
日
］

▲会場一体となって盛り上がった成章高等学校吹奏楽部の演奏

　

全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会（
９
月
15

日［
日
］東
京
都
港
区
）に
出
場
し
、見
事
優
勝
に
輝

い
た
小
久
保
恵け
い
こ子
さ
ん（
和
地
町
）と
稲
垣
和か
ず
こ子
さ

ん（
福
江
町
）が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。２

人
は「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
師
匠
や
家
族
の

お
か
げ
で
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

大
舞
台
で
も
魅
せ
た

華
麗
な
舞
で
栄
冠

10
月
24
日［
木
］



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

10
月

11
月

　

11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
・
祝
）の
２
日
間
に
わ

た
り
、田
原
市
長
杯
少
年
野
球
交
流
大
会
が
渥
美

運
動
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、伊

勢
湾
口
道
路
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、平
成
９
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
交
流
事
業
で
、今
年
は
田
原

市
12
チ
ー
ム
、伊
勢
・
志
摩
地
域
８
チ
ー
ム
の
総
勢

３
３
０
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。選
手
た
ち

は
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
る
な
ど
、市
内
各
地

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

野
球
で
つ
な
が
る

海
を
越
え
た〝
絆
〟

11
月
２
日［
土
］

　

市
民
お
よ
び
各
種
団
体
な
ど
の
公
募
に
よ
り
、

基
本
方
針
に
沿
う
新
た
な
事
業
や
取
り
組
み
な
ど

に
対
し
て
「
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
」
と
位

置
づ
け
た
委
託
事
業
を
実
施
し
た
２
団
体
を
紹
介

し
ま
す
。

◉
磯
丸
が
歌
っ
た
伊
良
湖
の
浜
づ
く
り

　

10
月
５
・
６
日
、
渥
美
半
島
の
里
海
を
美
し
く

す
る
会
が
三
河
湾
沿
い
の
海
岸
で
海
岸
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
漁
夫
歌
人
・
糟
谷

磯
丸
が
歌
を
詠
ん
だ
当

時
の
海
を
蘇
ら
せ
よ
う

と
同
会
が
企
画
し
た
も

の
で
、
多
く
の
市
民
を

は
じ
め
、
企
業
や
団
体

も
参
加
し
ま
し
た
。

◉
石
窯
づ
く
り
体
験

　

南
神
戸
町
の
ほ
う
べ
の
森
公
園
に
海う

み
な
り鳴
実
行
委

員
会
を
中
心
と
す
る
市
民
で
作
成
し
た
石
窯
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
石

窯
は
、
愛
着
の
持
て
る

公
園
整
備
を
目
指
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

10
月
12
・
13
日
に
開
催

さ
れ
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

海う
み
な
り鳴
２
０
１
３
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

市
民・各
種
団
体
な
ど
の
取
り
組
み▲流木を活用してベンチを作成▲丁寧に石窯をつくる様子
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▲力強く元気いっぱいに選手宣誓をする御
み そ の

薗スポーツ少年団（伊勢市）の森北脩
しゅうた

太主将
　【大会結果】Ａブロック優勝：今

いまいしき

一色野球スポーツ少年団（伊勢市）、Ｂブロック優勝：伊良湖岬スポーツ少年団



▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
26
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
保
育
園　

▼
業
務
内
容
／
賃
金
／

勤
務
時
間
＝
表
の
と
お
り　

▼
勤
務
形

態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
＝

平
成
26
年
１
月

31
日
（
金
）
ま

で
に
子
育
て
支

援
課
へ
指
定
の

履
歴
書
と
保
育

士
証
の
写
し
を

提
出

※
登
録
制
度
に

よ
る
、
臨
時
保
育

士
な
ど
の
途
中

採
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら
れ
、
次

の
方
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
25
年
秋
の
叙
勲

▪
瑞ず
い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

鈴
木
伸し
ん
ご伍
（
元
千
葉
地
方
検
察
庁
事
務

局
長
／
検
察
事
務
功
労
／
福
江
町
）

　

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

■
第
21
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

宮
川
忠た
だ
し之
（
元
愛
知
県
警
部
／
警
察
功

労
／
田
原
町
）

　

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

　

家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、

あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
26
日
（
日
）
午

前
９
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽

根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
平
成

26
年
１
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

　
「
普
通
救
命
講
習
で
得
た
知
識
の
再
確

認
を
し
た
い
」「
さ
ら
に
詳
し
い
応
急
手

当
を
知
り
た
い
」
と
い
う
方
を
対
象
に
、

上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分　

▼
場
所

＝
消
防
署　

▼
内
容
＝
成
人
と
小
児
の
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含

む
）、
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷

の
手
当
要
領
、
搬
送
法
な
ど　

▼
定
員
＝

20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
26
年
１
月
17
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp　

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
途
中
参
加
不
可
）　

▼
場
所

＝
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所　

▼
内
容
＝
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ

れ
た
ネ
コ
の
譲
渡　

▼
申
し
込
み
＝
当

日
、
会
場
に
て　

▼
そ
の
他
＝
審
査
有
り

／
集
合
住
宅
や
借
家
で
飼
育
す
る
場
合
は

規
約
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７
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募
集

W
A
N
TED

叙
勲

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

表
彰

AW
A
R
D
S

上
級
救
命
講
習
会　

受
講
者

業務内容 賃金 勤務時間

乳幼児の保育 時給１，１5０円
または1，300円

8:30 ～ 17:00
※ただし、7:30 ～ 19:00 の内
で 7 時間 45 分勤務シフトあり

※臨時保育士は保育士資格が必要です。

■田原市臨時職員（臨時保育士）

田
原
市
臨
時
職
員

（
臨
時
保
育
士
）

ネ
コ
の
家
族
さ
が
し
会
を

開
催
し
ま
す



＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）
▼
そ
の
他
＝
「
ほ
の

国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
提
示
で
、小
・

中
学
生
の
入
館
料
が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

高
血
圧
を

予
防
す
る
た

め
に
、
塩
分

を
減
ら
す
方

法
や
「
う
す

あ
じ
」
で
も

お
い
し
い
料

理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
16
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
（
２
階
）

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ
ン
ダ

ナ
）・
み
そ
汁
（
塩
分
を
測
定
し
ま
す
）

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）
▼
定

員
＝
各
15
名
／i

ア
イ
パ
ッ
ド

Pad

体
験
は
10
名
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有

無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申

し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
２

コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休
館
日
＝

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、
年

末
年
始
（
12
月
28
日
土
～
平
成
26
年
１
月

４
日
土
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

▼
応
募
資
格
＝
大
学
理
学
部
・
工
学
部
の

３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程
で

理
学
、
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
（
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
）　

▼
学
資
金
＝
月

額
５
万
４
０
０
０
円
（
卒
業
［
修
了
］
後
、

規
定
の
期
間
を
自
衛
隊
で
勤
務
し
た
場
合

は
返
還
免
除
）　

▼
申
込
期
間
＝
平
成
26

年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で　

▼
試
験
日
＝

平
成
26
年
１
月
25
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

▼
日
時
／
講
座
名
／
内
容
／
対
象
／
定
員

／
参
加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
申
し
込
み

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

会
（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
の
18
歳
以
上
の

方　

▼
コ
ー
ス
／
期

日
／
時
間
／
受
講
料

＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負

担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
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i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

iPad体験 H26／1／10金 13:30～15:30
無料

はじめてのインター
ネット・電子メール H26／1／15水・17金 9:30～11:30

エクセル初級 H26／1／15水・17金
22水・24金 13:30～15:30

1,000円
年賀状作成 12／18水・20金 9:30～11:30

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2007、Excel2007
iPadは市側で用意します。

お
い
し
い「
う
す
あ
じ
」

料
理
講
習
会　

受
講
者

吉
胡
貝
塚
資
料
館

冬
の
体
験
講
座　

参
加
者

■吉胡貝塚資料館　冬の体験講座
日時 講座名 内容 対象 定員 参加料

H26／1／26日
13：00～16：00

貝をつかっておひな
さまをつくろう

貝に布や色紙を貼って、手のひら
サイズのおびな・めびなを作りま
す。

どなたでも 
（小学校3年
生以下は保
護者同伴）

20名 
（先着順） 400円

12／21土～
H26／2／2日

随時受付
（9：00～15：00）

まが玉づくり

黒・ピンクの 2 種類の石から好
きな色を選び、まが玉を作りま
す。
※通常のまが玉づくりも行って
います。

どなたでも ― 300円

自
衛
隊
貸
費
学
生



　

安
定
し
た
電
力
需
給
の
た
め
、
冬
季
の

省
エ
ネ
・
節
電
に
つ
い
て
も
、
生
活
や
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
田
原
市
節
電
対
策
本
部
事
務
局
（
エ
コ

エ
ネ
推
進
課
内
）

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
、
入
場
す
る
ま
で
30
分
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場

合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
事
前
に

自
宅
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収

し
て
い
ま
せ
ん
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　

も
や
せ
な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・

ガ
ラ
ス
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白

色
ト
レ
イ
・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
剪

定
木
・
枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境
セ
ン

タ
ー
の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
】

も
や
せ
る
ご
み

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24
局
０
１
５
１

　

イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
解
放
感
か
ら
青
少
年
が
有
害

な
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
が
一
体
と
な
り
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
非
行
の
芽　

は
や
め

に
つ
も
う　

み
な
我
が
子
」　

▼
期
間
＝
12

月
20
日（
金
）～
平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）

▼
実
施
事
項
＝
パ
ト
ロ
ー
ル
、啓
発
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
適
切
利
用
の
推
進
ほ
か

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。「
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
」

「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
や
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
平
成
26
年
２
月
28
日（
金
）

ま
で

※
資
料
の
申
し
込
み
は
、
電
話
の
ほ
か
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ouj.ac.jp

）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
放
送
大
学

☎（
０
５
２
）８
３
１
局
１
７
７
１

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
暖
房
や
電
気
温
水
器
な
ど
の

利
用
に
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
た
め
、

夏
季
と
同
様
に
全
国
的
な
電
力
需
要
の
高

ま
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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放
送
大
学 

平
成
２6
年
４
月
入
学
生

生
活

LIFE

❖
ご
家
庭
で
の
節
電
取
り
組
み
例

【
エ
ア
コ
ン
】

◦
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
20
℃
を

心
が
け
る
。 

◦
窓
に
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
る
。

【
照
明
】

◦
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す
。

【
テ
レ
ビ
】

◦
設
定
で
輝
度
を
下
げ
る
。

◦
必
要
な
時
以
外
は
消
す
。

【
冷
蔵
庫
】

◦
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
弱
」
に
す
る
。

◦
扉
を
開
け
る
時
間
を
短
く
す
る
。

◦
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
。

【
家
電
全
般
】

◦
本
体
の
主
電
源
を
切
る
。

◦
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま

た
、各
施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に

つ
い
て
は
、20
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業

務
の
お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

冬
の
省
エ
ネ・
節
電
に

ご
協
力
を

年
末
の
ご
み
処
理
は
お
早
め
に

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
む
冬
の
運
動

▪『少年物語　渡辺崋山』感想文表彰
　市内の小学校６年生に（公財）崋山会から『少年物語 
渡辺崋山』が贈られ、その感想文が募集されました。51
点の応募があり、優秀賞の５名と嚶鳴協議会賞の１名が、
田原市民まつりの中で表彰されました。

【優秀賞】賈清宇くん(田原中部小)、大羽琉生くん(神戸小)、
川口由貴さん ( 清田小 )、朽名要くん（清田小）、折戸駿太
くん ( 中山小 )、【嚶鳴協議会賞】藤井蒼衣さん ( 和地小 )
※この感想文の募集は来年度以降も実施されます。

▼（公財）崋山会事務局☎22 局1700



②
①
の
自
己
負
担
金
額
（
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
差
し
引
い
た

額
）
の
合
計
が
表
の
負
担
区
分
ご
と
の

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

▪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
の
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎
年
12
月

ご
ろ
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
、
申
請
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
算
期
間
中
に
他
市
町
村
か
ら

住
所
を
移
し
た
方
や
、
他
の
医
療
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
方
な

ど
に
は
「
お
知
ら
せ
」
は
発
送
さ
れ
ま
せ

ん
。
支
給
対
象
要
件
を
ご
確
認
の
う
え
、

該
当
す
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

　

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
自
分
の
身

体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
31
日
（
火
）
ま
で
の
診
療

時
間
内　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
６
月
に
郵
送
済
）、

保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
（
12
月
13
日
金
ま
で
）
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査（
12
月
31
日

現
在
）を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
26
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

◦
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

　

放
し
飼
い
の
犬

が
、
子
ど
も
な
ど

を
追
い
か
け
て
ケ

ガ
を
さ
せ
た
り
、

犬
自
身
が
交
通
事

故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
鎖
な
ど

で
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札
が
付
い
て
い
な
い

と
、
野
良
犬
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◦
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
し
よ
う　

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
、
道
路
や
公
園

に
放
置
せ
ず
、
必
ず
責
任
を
も
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
。
処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

投
棄
も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
市
町
村

で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

　

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
21
日（
土
）～
平
成
26
年
３

月
２
日（
日
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
応

募
方
法
＝
田
原
市
役
所
、
各
ラ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
（
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
、
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
・
Ｊ
Ａ
愛

知
み
な
み
の
販
売
店
な
ど
）
に
あ
る
応
募

用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
郵
送
／
平
成
26
年
３
月
６
日

（
木
）
必
着　

▼
賞
品
＝
地
元
産
農
産
物
、

商
品
券
、
ペ
ア
食
事
券
な
ど

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要

豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４

　

こ
の
制
度
で
は
、
次
の
対
象
の
方
の
申

請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▪
対
象

　

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方

①
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険
（
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
社
会
保

険
な
ど
）
の
加
入
者
で
、
１
年
間
（
毎

年
８
月
１
日
～
７
月
31
日
）
に
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
を

支
払
っ
て
い
る
方
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製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協
力
を

■高額医療・高額介護合算制度

負担区分 後期高齢者医療
制度加入者

国民健康保険や社会保険加入者
70 歳～ 74 歳 70 歳未満

現役並み所得者
( 上位所得者 ) 67 万円 67 万円 126 万円

一般 56 万円 56 万円 67 万円

低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円

34 万円

低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

も
う
お
済
で
す
か
？
特
定
健
診
・

後
期
高
齢
者
健
診
は
12
月
末
ま
で

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

豊
橋
田
原　

産
直
・
農
業
体
験

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー



　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、ア
パ
ー

ト
、農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が
所
有
し
て

い
る
事
業
用
の
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、土

地
、家
屋
、自
動
車（
軽
自
動
車
含
む
）以
外

の
も
の
は
、償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
と
な
り
、申
告
が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
決
算
の
と
き
に
減
価
償
却

資
産
と
し
て
計
上
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、構
築
物
で
あ
っ

て
も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

る
も
の
や
、自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
お

よ
び一
部
の
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動

車
税
、軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も

の
は
償
却
資
産
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な
く

て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以
下

で
あ
って
も
、
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

26
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

▪
決
算
書
類
と
の
照
合
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
公
平
・
公
正
な
課
税
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
固
定
資
産
税
に
お

け
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
適
正
な
申
告
が
な

さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
償
却
資
産
申
告
書
と
決
算
書
の

内
容
を
確
認
し
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き

が
で
き
る「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」を
利
用
し
て
、

償
却
資
産
の
申
告
が
可
能
で
す
。詳
し
く
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

　

市
町
村
単
位
に
組
織
す
る
地
域
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
地
域
を
住
み
よ
く
し
よ
う
と

す
る
組
織
で
す
。
田
原
市
で
も
田
原
市
赤

十
字
奉
仕
団
と
し
て
95
名
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
役
に
立
つ
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
、
災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
を

受
講
し
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
毎
年
恒
例
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た

す
け
あ
い
」
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時　

▼
場
所
＝
①
イ
オ
ン
田
原
店
②

フ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
あ
つ
み
福
江
店

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の

勉
強
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介
護

で
の
苦
労
や
不
安
、
わ
か
ら
な
い
事
を
み

な
さ
ん
で
話
し
相
談
し
合
う
場
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方　

▼
日
時
（
い
ず
れ
も
平
成
26
年
）
／
内
容

＝
【
１
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
】
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
、

座
談
会
【
２
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
】
認
知
症
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
、
座
談
会
【
３
月
15
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
～
午
後
２
時
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
、
座
談
会　

▼
場
所
＝
田
原
福
寿
園　

▼
申
し
込
み
＝

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
田
原
福
寿
園

（
☎
27
局
０
０
０
８
）
へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
対
象
＝
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方　

▼
日
時
（
い
ず
れ
も
平
成
26
年
）

／
内
容
＝
【
１
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
、
座
談
会
【
２
月

20
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
】

急
変
時
の
対
応
（
救
急
対
応
な
ど
）
に
つ

い
て
、
座
談
会
【
３
月
20
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
】
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
よ
う
）、
座

談
会　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に

渥
美
福
寿
園
（
☎
34
局
６
６
８
８
）
へ
電

話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５
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税TA
X

区分 資産

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスなど
の各種ハウス･アパートのフェンス･駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機･温風機･消毒機･結束機･花選別機･花用冷蔵庫･
潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および装置、旋
盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 フォークリフト･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産（例）
償
却
資
産
の
申
告

田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催



▪
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
な
ど

の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
、
記

帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
帳
簿
と
帳
簿
書
類
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
方
法
な
ど
を

　

メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す

　

名
古
屋
国
税
局
で
は
、
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
方
法
な
ど
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
宛
先
に
次
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
、
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
ま
す
。

▼
豊
橋
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

現
在
、
各
県
税
事
務
所
で
行
っ
て
い
る

県
税
の
還
付
業
務
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

１
月
か
ら
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
に
集

約
し
ま
す
。
平
成
26
年
１
月
以
降
、
県
税

の
還
付
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

ま
た
、
県
税
還
付
金
の
還
付
請
求
権
譲

渡
書
類
の
提
出
先
も
名
古
屋
東
部
県
税
事

務
所
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
ま
で
に
管
轄
の
県
税
事
務

所
か
ら
発
行
す
る
送
金
支
払
通
知
書
の
再

発
行
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
県
税
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
総
務
部
税
務
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
０
４
７

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/zeim

u/
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豊
橋
税
務
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

県
税
の
還
付
業
務
体
制
が

変
わ
り
ま
す

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
方
法
メ
ー
ル
配
信
」

登
録
用
メ
ー
ル
送
信
先

e-tax@
nag.nta.go.jp

市税・料金
滞納整理強化月間実施中
　市では、市税・料金などの負担の不公平を解消するため、12 月を
滞納整理強化月間に設定し、市職員による滞納整理を強化します。
　また、県と東三河 8 市町村で構成する愛知県東三河地方税滞納整理
機構による差押など滞納処分の強化にも取り組んでいます。

【該当する市税・料金など】
市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、
給食費、住宅使用料、水道料、下水道使用料、下水道負担・分担金

▶市役所（代表）☎２２局１１１１　※担当部署へおつなぎします

◦市税や料金など納め忘れはありませんか。
◦税金などは納期限までに自主的に納めていただくものです。
◦市では納期限までに納めた方との負担の公平性を図るため、滞納処分（財産の差押など）も実施していま

す。
◦病気、失業、業績不振などやむを得ない理由で納期限までに納めることができない方は、早めに納付相談

をしてください。
◦納付書を失くした方は、市役所各担当課までご連絡ください。
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月　日　

 施設名・電話番号

１2 月 １月
27

（金）
28

（土）
29

（日）
30

（月）
31

（火）
1

（祝）
2

（木）
3

（金）
4

（土）
5

（日）
6

（月）
市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の日直室にて受け付けます。 ○
赤羽根市民センター

（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、渥美文化会館１階の日直室にて受け付けます。 
（午前8時30分～午後5時15分） ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ― ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ～正午 ～正午 ～正午 ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○

○
臨時開場

7 日（火）
から開場赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○

渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○

中央図書館 23-4946 ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○
市民活動支援センター 22-1111

内線 812 ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ 7 日（火）

から開園
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ 午前９時～午後５時

（受付は午後４時まで） ○
交通公園 ― ○ ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○
パターゴルフのみ午前９時～
午後５時　無料開放

（道具はご持参ください）
○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ 午前10時～

午後３時
午前５時～
午後３時 ○ ○ ○ ○ ○

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。 ○

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ 午前７時～
午後５時 ○ ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・サンテパルクたはらは、1月14日（火）・15日（水）の期間、臨時休園します。（16日［木］は通常の休園日）
・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
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ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～12/12木
6 次産業・農商工連携を知ろう
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

12/13金～12/26木
愛知県市町村対抗駅伝競走大会
表浜自然ふれあいフェスティバル

12/27金～12/31火
ふるさと大使の活動紹介
ふるさと大使　１年を振り返って

1/1金～1/9木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり　など

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原市議会　生中継（予定）【デジタル 113ch】

10：00から終了まで
◦12/4水、5木 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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田原市の イ ベ ン ト

◉
12
月
７
日
土
・
14
日
土
・
21
日
土　

フ
ェ
リ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
華
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
！
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

参
加
料
▼
無
料
（
乗
船
料
は
別
途
必
要
）

◦
12
月
７
日
土

▪
船
上
フ
ラ
ワ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
「
花
男
子
」
が
忘
れ
ら
れ
な
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
演
出
し
ま
す
。

時
間
▼【
伊
良
湖
発
】午
前
９
時
30
分【
鳥

羽
発
】
午
後
３
時
20
分

▪
ア
イ
ド
ル
ス
テ
ー
ジ「
La* ラ

花
ノ
た
み
」

　

田
原
市
発
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
La* ラ

花

ノ
た
み
」が
、デ
ビ
ュ
ー
曲「
シ
ャ
イ
ニ
ー
」

を
歌
っ
て
躍
り
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
20
分
～
１
時
50
分

場
所
▼
鳥
羽
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階

▪
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

時
間
▼
【
伊
良
湖
発
】
午
後
１
時
～

◦
12
月
14
日
土

▪
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

　

美
し
い
音
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時
間
▼【
伊
良
湖
発
】午
前
10
時
40
分【
鳥

羽
発
】
午
後
２
時
10
分

◦
12
月
21
日
土

▪
サ
ン
ド
ア
ー
ト

　

ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
砂
で
絵
を
描

◉
12
月
11
日
水　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・（
公
財
）崋
山
会
で
は
、

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
15

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

月
の
イ
ベ
ン
ト

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

12

く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
映
像
で
す
。「
し
お

さ
い
海
道
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時
間
▼【
伊
良
湖
発
】午
前
10
時
40
分【
鳥

羽
発
】
午
後
２
時
10
分

※
詳
し
く
は
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.toba.m

ie.jp/tobairago/
tobairagokouro.htm

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
２
日
木 

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
凧
揚
げ
、
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅

つ
き
ほ
か

※
凧
揚
げ
は
、
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

◉
１
月
２
日
木　

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、

中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
各
施
設
に
提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３

22
局
６
４
５
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

1

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。

お気軽にご相談ください。

12月12日木・1月9日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分
場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 23局3545
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代
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
ソ
ロ
）

入
場
料
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
平
成
26
年
１
月
９
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
１
月
19
日
日　

田
原
市
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

時
間
▼
午
後
１
時
～

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

◉
１
月
３
日
金

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、餅
つ
き
大

会
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、お
正
月
遊
び
コ
ー
ナ

ー
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

◉
１
月
８
日
水

金
融
教
育
講
座

～
成
年
後
見
制
度
～

相
続
、遺
言
に
つ
い
て
学
び
ま
す

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

講
師
▼
愛
知
県
弁
護
士
会
所
属　

弁
護
士

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
19
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

ほ
か　

内
容
▼
美
し
い
日
本
の
歌
と
、
イ
タ
リ
ア

歌
曲
の
調
べ
【
第
１
部
】
女
声
コ
ー
ラ

スC

コ
ー
ロ

oro S

ソ
ア
ー
ベ

oave

【
第
２
部
】
畔
柳
幸

チ
ー
ム
編
成
▼
ジ
ュニ
ア
の
部（
小
学
５
～
６

年
生
）・一般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
１
チ

ー
ム
４
～
６
名
（
男
女
混
合
が
望
ま
し
い
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
①

生
涯
学
習
課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽

根
文
化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各
市

民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
①
～
④
に
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 32局2506
文化会館の休館日は、チケット販売を行いません。

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

高橋誠
せい

2014Premium concert
European jazz in Tahara
今、注目のヴァイオリニスト高橋誠のコンサートです。魂を揺さぶ
られる演奏にご期待ください。

日 時　平成26年2月8日（土）午後3時開演
	 （30分前開場）
場 所　田原文化会館 文化ホール
出 演　高橋誠（ヴァイオリン）、高木潤一（フラメンコギ

ター）、Ｔ
テ ィ ト

ｉｔｏ Ｍ
モ ン テ

ｏｎｔｅ（アコー
ディオン＆ピアノ）

入 場 料　2,000円　当日2,500円
	 ※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　12月7日（土）午前9時から

各文化会館で前売り開始（整
理券配布なし）

H26/2/8 土 

★チケットの予約など
前売開始日の正午から電話予約可。前売券が完売した場合、当日券の
販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

●高橋誠

全席自由



※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。
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● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

12月8日（日）
岡田医院 ☎37局0001

ふくしま歯科医院 ☎37局1182

12月15日（日）
永井医院 ☎22局0227

かわい歯科 ☎24局0080

12月22日（日）

丸山医院 ☎33局0313

杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112

花井歯科医院 ☎23局1661

12月23日（月・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500

すずき歯科 ☎23局0033

12月29日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322

森下歯科医院 ☎32局2700

12月30日（月） すずき歯科 ☎23局0033

月　日 当直医 電話番号

12月31日（火）
かわせ小児科 ☎22局1230

赤石歯科クリニック ☎23局7300

1月1日（水・祝）
河合医院 ☎22局6133

山内歯科医院 ☎23局1525

1月2日（木）
昭和医院 ☎32局3749

清栄歯科クリニック ☎33局0657

1月3日（金）
國見医院 ☎22局0756

金田歯科医院 ☎24局1800

1月5日（日）
川瀬医院 ☎35局1511

田原歯科クリニック ☎23局1626

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院◦☎22局2131
診療時間　医科◦9：00～17：00／歯科◦9：00～12：00

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） 1月18日（土）  8：50 ～　9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） 1月 8日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 1月21日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
8 ～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
1月 6日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）1月10日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

「
楽
し
く
子
育
て
！
」
応
援
し
ま
す

▪
悩
む
前
に
相
談
を
！

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活
は
楽
し
い
、

だ
け
ど
毎
日
の
お
世
話
や
心
配
ご
と
な

ど
で
大
変
」
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
周
り
の
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
誰
か
に
悩
み
を

話
す
こ
と
で
、
心
の
負
担
も
軽
く
な
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
マ
マ
が
楽
し
み
を

持
ち
、
気
分
転
換
を
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

市
で
は
、
毎
月
１
回
、
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で

「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し
て
遊
び
、
マ

マ
た
ち
の
交
流
も
で
き
、
子
育
て
の
悩

み
な
ど
を
相
談
で
き
る
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、

次
の
催
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
に
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん

の
免
疫
力
を
高
め
、
マ
マ
の
産
後
の
不

安
定
な
気
持
ち
も
和
ら
げ
る
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肌
と

肌
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
親
子
の
絆
が
深
ま

り
、
お
互
い
が
笑
顔
に
な
れ
る
と
て
も

素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と

つ
で
す
。

▪
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

　

親
子
で
楽
し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
の

発
育
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
産
後

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

の
効
果
も
あ

り
、
ベ
ビ
ー

ビ
ク
ス
は
、
マ

マ
た
ち
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
場

に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
時
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
て

あ
る
「
田
原
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

◦ベビービクスの様子



図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

12月 ▼2日月、9日月、13日金、16日月、24日火
           28日土～31日火
　1月 ▼1日水･　～4日土、6日月、10日金、14日火　
　　　 20日月、27日月

　　　
 

●中央図書館
　一　般▶12月14日土～1月9日木	 「白黒」
　子ども▶11月9日土～12月25日水	 「こぶっくサンタのクリスマス」
●赤羽根図書館
　一　般▶12月14日土～1月9日木	 「つけてみる」
　子ども▶12月14日土～1月9日木	 「クリスマス＆お正月」
●渥美図書館
　一　般▶12月14日土～1月9日木	 「年末だ！『だいく』だ！」
　子ども▶12月14日土～1月9日木	 「うま」にもいろいろありますが

◎お正月工作「つるしかざりをつくろう!」

▼日時＝ 12 月 26 日木午後 2 時～

▼場所＝田原市中央図書館　こどもしつ

▼内容＝お正月を彩る「つるしかざり」を折り紙
で作ります。

▼対象＝小学生

▼定員＝２０名（先着順）　

▼申し込み＝12月10日火午前10時～電話
または中央図書館カウンターにて。本人また
は家族の方がお申し込みください。

▼問合せ先＝中央図書館　☎23局4946

◎赤羽根図書館「おすすめ in 福袋」

▼日時＝ 平成26年1月5日日午前10時～

▼場所＝赤羽根図書館

▼内容＝新聞紙でできた手作りのエコバッグに、司書が
選んだおすすめの本・絵本を３点お入れして先着で貸し
出します。エコバッグはプレゼント！ お１人につき1袋

▼対象＝どなたでも

▼定員＝23人（子ども向け15袋、大人向け8袋）先着順

▼問合せ先＝赤羽根図書館　☎ 45 局 3426

◎「田原市図書館公式Ｔｗｉｔｔｅｒ」
イベントや新着資料情報のほか、田原市の話題、スタッ
フの日常などをつぶやいています。お気軽にフォロー
してください。

▼アカウント名　＠ｔａｈａｒａ＿ｌｉｂ
※Ｔｗｉｔｔｅｒ(ツイッター)は１４０文字以内の「つぶや
き(ツイート)」を投稿することでつながるコミュニケーショ
ン・サービスです。（https://twitter.com/）

◎パイナップル！？
　 皆 さ ん、 パ イ
ナップルってどう
生えるかご存知で
すか？職員が食べ
終えたパイナップ
ルのヘタを植えた
ら、こんなに大き
くなりました！

『平行植物』
レオ・レオーニ / 著　
工作舎　974/ ﾚｵ

皆さんもご存じの絵本作家が創り出し
た「平行植物」とは何？豊かな空想
の植物を味わってみて！食べられない
けど。

『幻獣辞典』	
ホルヘ ルイス ボルヘス / 著　
晶文社　964/ ﾎﾞ

ガンダム世代にとって「ア・バ
オア・クー」と言えばジオンの
要塞ですが、原点はこんな生物
だった！幻獣満載の一冊です。

平成25年12月1日│　 │25



◉チャレンジ「１５ゲーム」
1～15までのピースを順番に並べます。
できるかな？
期間●12月3日火～12月8日日

◉マリンバコンサート
やさしい音色のクリス
マスコンサートです。
日時●12月14日土
午後2時～
※詳しくは、センターだ
よりでご確認ください。

平成25年12月1日 │　 │26

膝を立てて体育座りをす
る。　

タオルの両端を持ち、膝の
後にかける。

息を吐きながらゆっくりと身
体を後ろに倒す。おなかを
できるだけ凹まして、数回
深い呼吸をする。

①の姿勢に戻す。

数回繰り返す。
※慣れてきたら、身体を後
ろに倒すときに両足を浮か
してみましょう。

生涯学習課☎２３局3531

　腹筋は内臓や身体を支えてくれる大切な筋肉です。
腹筋運動は苦手！という人でもタオルを使えばしっかり
鍛えることができます。腹筋を鍛えて、スッキリした身
体を手に入れましょう。

筋力のない人でもか
んたん腹筋！

１

２

３

４

5

63

2

3

4

Ｑ

「市民の声」紹介
　　　田原市ふるさと大使が委嘱さ
れたと新聞などで見ました。ふるさと大
使ってどんな仕事をされるんですか？

◉工作「くるくる工作」
カラーダンボールを使ってクリスマ
スツリーを作ろう！
期間●12月17日火
～12月23日月
午後1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

◉子育て講座ハグ 
お子さんを遊ばせながらお気軽にど
うぞ。
日時●12月18日水
午前10時～
テーマ●「お手伝いで
学ぶこと、遊びの中で
学ぶこと」

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

12 月のお休み

2日月、9日月、16日月、24火
28日土～1月4日土

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

絵本も紙芝居も大好き！みんな真剣です

       　   今回委嘱された8名の田原市ふる
さと大使の皆さんは、今後、全国、世界に向けて
それぞれの活動を通じて田原市をＰＲしてい
ただきます。皆さんの活躍に期待しています。

（敬称略）
◉渥美半島応援大使　
白井文吾（中日新聞社代表取締役会長）
佐藤敏信（トヨタ自動車陸上長距離部監督）
森野美徳（都市ジャーナリスト）
◉渥美半島夢大使　
太田剣（ジャズサックス奏者）
尾川とも子（フリークライマー）
小川泰弘（プロ野球選手）
金子大樹（プロボクサー）
◉渥美半島元気大使　
金田哲（芸能人）

▼政策推進課  ☎23局3507
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人身25件（222件）
負傷29人（280人）
死亡1人（2人）
物損111件（1312件）

火災5件（26件）
救急166件（1829件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗3件（28件）
乗物盗9件（40件）
非侵入盗9件　（111件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

10月

◉衣笠小学校の子どもたちが江崎巡査夫婦を偲ぶ

　衣笠小学校が毎年11月の学芸会で行っている劇
「江崎巡査物語」を演じている６年生の子どもたち20
名が、江崎巡査夫妻の遺徳を学ぶため、9月25日（水）
に田原警察署を訪れました。
　当署が制作したＤＶＤ教材、江崎巡査『我が本文
誰がために』の視聴を始めると、子どもたちは真剣な表
情で画面を見入っていました。
　子どもたちからは「コレラから田原を守った江崎巡査
夫婦の偉大さ
がよくわかりま
した。この志が
劇を見る人に
伝わるよう、頑
張って演じま
す」と力強く決
意を語ってく
れました。

（　　 ）
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H25の貯水率

H15～H24の過去10年間の
平均貯水率

9/1 9/10 9/20 10/1 10/10 10/20 11/1 11/10 11/20

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で  

冬は雨量が減るため汚れた水が薄められず、水質が悪化する傾向があ
ります。一人ひとりが水を大切にしていきましょう。

●市内5河川の水質調査結果

9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月

汐川環境基準
10mg/l以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

12たはら
クイズ

広 報

今月　納税・使用料の

水１２月25日

水１２月２5日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

国民健康保険税
（第７期分）

介護保険料
（第５期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

今
月
の
『
ヘ
ル
シ
ー
ナ
の
健
康
○
○

○
○
ナ
ビ
』
で
は
、
マ
マ
た
ち
が
楽
し
く

子
育
て
を
す
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２　

10
・
11
頁
で
、
平
成
25
年
度
上
半
期

の
○
○
○
○
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

３　

和
地
、
堀
切
、
伊
良
湖
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
、
10
月
28
日
（
月
）
に
三
校

区
の
会
長
か
ら
小
学
校
○
○
○
○
に
関
す

る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

４　

田
原
市
博
物
館
で
は
、
平
成
26
年
１

月
13
日
（
月
・
祝
）
ま
で
「
没
後
50
年

松
林
桂
月
展
～
○
○
○
○
を
極
め
、
画

中
に
詠
う
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
17
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
こ
う
よ
う
（
紅
葉
）

（
応
募
総
数
56
通
中
、
正
解
56
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）
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自画像に自分らしい明
るさが出ています。模
写はゴッホの色使いが
よく表せています。

評 評
伊良湖岬中学校３年

間瀬みゆきさん

　　　　  あつし

　小林　　史子
 先生

おいしさが弾けてきそ
うな素晴らしいトマトで
す。ヘタの部分がよく
観察できています。

評 市民館まつりでライトアップされた中、み
んなでかっこよく踊っているね。

    し  みん かん　      　　　　　　　　　　                                           なか　  

              　　　        おど
　　　

たの　　　

　　　　

評保育園の藤のつるをリースにして、曖璃ちゃん
サンタがクリスマスを楽しみにしているね。

　　ほ いく えん         ふじ　　　　　　　　 　　　　　　　             あい  り　　　

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

水彩画 水彩画

   　　

　　　　　 

伊良湖岬中学校１年

渡會 淳くん
　 　 　

ライトがいっぱいでまぶしかっ
たけど、楽しかったよ。

こ　　はく

漆田保育園

牧野琥珀くん（6歳）

ふわふわとキラキラで飾る
のが楽しかったよ。

　　　　　

漆田保育園

彦坂曖璃ちゃん（5歳）
　　　あい　　り

　　　          　たの 　たの

　かざ
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65,346人　総人口

32,994人　男性

32,352人　女性

21,878世帯世帯数

39人出生 49人死亡

125人転入 167人転出

-52人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成25年11月1日現在）

※増減は10月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
最
近
、急
に
冷

え
込
み
ま
し
た
。

市
内
の
街
路
樹
や

山
々
の
紅
葉
も
一

気
に
進
ん
で
い
き

そ
う
で
す
ね
。「
日
本
は
四
季
の
国
」。

普
段
と
変
わ
り
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
て
も
季
節
の
移
ろ
い
を
日
々
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、古
来
か
ら
私
た
ち

の
感
性
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る

の
か
な
と
、寒
風
に
震
え
な
が
ら
考

え
ま
し
た
。寒
く
な
っ
て
く
る
と
、夏

が
恋
し
く
な
り
ま
す
。う
だ
る
よ
う

な
夏
の
暑
さ
の
中
で
は
、涼
を
求
め

ま
す
。そ
ん
な
矛
盾
を
繰
り
返
し
て

も
確
か
な
の
は
、必
ず
次
の
季
節
が

や
っ
て
来
る
こ
と
で
す
。（
Ｍ
）

▼
広
報
を
作
っ
て
い
る
と
１
か
月
先

の
こ
と
を
考
え
て
日
々
過
ご
し
ま

す
。１
か
月
先
は
も
う
新
年
。最
近

は
、楽
し
い
正
月
休
み
や
、来
年
の
抱

負
を
考
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、ま

ず
は
、今
年
の
反
省
と
大
掃
除
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
ふ
と
気

づ
き
ま
し
た
。（
Ｏ
）
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